
 

 

 

 

 

 

 

 

南 地 域 自 治 組 織 で は 、 理 事 ・ ま ち づ く り 委 員 が 、 ２ 回 の 座 談 会 を 開 催 し 、 平

成 ２ ６ 年 度 に 実 施 す る 事 業 に つ い て 検 討 を 始 め ま し た の で 、 そ の 一 部 を ご 紹 介

し ま す 。  

 

 

 

平 成 ２ ６ 年 度 に 実 施 す る 『 防 犯 』『 交 通 安 全 』 事 業 に つ い て 、 課 題 を 共 有 し 、

今 後 取 り 組 ん で い く 事 業 や 地 域 内 で 活 動 し て い る 団 体 等 と の 連 携 に つ い て 、 意

見 交 換 を 行 い ま し た 。  

 

 

【 気 に な る 課 題 … 】        【 こ ん な こ と や っ て み よ う ！ 】  

・ 地 域 の 現 状 が 分 か ら な い      ・ 地 域 マ ッ プ づ く り  

 ・ 情 報 共 有 が で き て い な い          ・ 青 パ ト 隊 の 結 成  

 ・ 防 犯 灯 が 不 足 し て い る       ・ 防 犯 灯 の 増 設  

・ 地 域 内 の 担 い 手 が 不 足 し て い る   ・ 啓 発 ・ 広 報 活 動  

（ 消 防 団 な ど ）               な ど  

・ 子 ど も １ １ ０ 番 の 家 が 分 か り に く い  

・ コ ミ ュ ケ ー シ ョ ン が 不 足 し て い る  

            

  

【 気 に な る 課 題 … 】        【 こ ん な こ と や っ て み よ う ！ 】  

・ 通 学 路 に 、 通 り 抜 け （ 通 勤 ）     ・ 活 動 団 体 等 と の 情 報 共 有  

  車 両 が 多 い             ・ 通 学 路 の 確 認 ・ 現 地 調 査  

・ 路 面 表 示 ・ 柵 な ど 施 設 に       ・ マ ッ プ の 作 成  

不 良 箇 所 が あ る           ・ 見 守 り の 充 実  な ど  

・ 付 き 添 い ・ 見 守 り の 人 手 が 足 り な い  

・ 交 通 安 全 の 意 識 が 薄 れ て い る  

 

  連 携 し て 取 り 組 む ほ う が 、 よ り 効 果 的 ・ 効 率 的 な 事 業 を 実 施 し ま す 。  

 

 

    

 

 

 

 

～ 第 3 回  南 地 域 自 治 組 織 座 談 会 の 開 催 ～  

地 域 の 皆 さ ん と の 意 見 交 換 を 深 め な が ら 、 事 業 企 画 ・ 実 施 し た い と 考 え て お

り ま す 。“ 座 談 会 ” に 、 ぜ ひ 、 ご 参 加 く だ さ い 。 楽 し く 意 見 交 換 し ま し ょ う 。  

日 時  ３ 月 ８ 日 （ 土 ） 午 後 １ 時 ３ ０ 分 か ら   

場 所  健 康 文 化 セ ン タ ー ４ 階  ほ ほ え み ホ ー ル  

 

南地域まちづくり かわら版  

第 ９ 号  

平 成 2 ６ 年 ３ 月 1 日 発 行  

南 地 域 自 治 組 織 座 談 会 を開 催 し ま し た （ １ 月 １ ８ 日 ・ ２ 月 １ ６ 日 ）  

防 犯  

交通安全  



▲ 地 域 懇 談 会 （ ２ 月 １ １ 日 ）  

 

 

 

 

 

 

将 来 を 担 う 「 子 ど も の 安 全 ・ 安 心 を 守 る 」 を テ ー マ に 、 地 域 懇 談 会 が 大 口 町

主 催 で 開 催 さ れ ま し た 。  

南 地 域 か ら は 、 パ ネ ラ ー と し て 、 三 輪 初 昇 さ ん （ 南 地 域 自 治 組 織 会 長 ）、 松 山

章 恵 さ ん （ 南 地 域 自 治 組 織 理 事 ・ 見 守 り ボ ラ ン テ ィ ア ）、 安 藤 巖 さ ん （ 南 小 校 区

安 全 パ ト ロ ー ル 団 代 表 ）、 村 田 充 良 さ ん （ Ｎ Ｐ Ｏ 団 体 豊 田 グ リ ー ン ・ グ ラ ン ド パ

パ ）、 宮 地 俊 行 さ ん （ 南 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ） が 参 加 さ れ 、 小 学 校 長 、 町 長 並 び に

担 当 部 長 と “ 登 下 校 の 安 全 ・ 安 心 ” に つ い て 、 意 見 交 換 が 進 め ら れ ま し た 。  

 

 

【 主 な意 見 等 】 

・大 人 が 地 域 の 子 ど も た ち に 関 心 を 持 つ こ と が   

大 切  

・ 高 齢 者 こ そ 、地 域 の 安 全 を 見 守 る 貴 重 な 人 材  

・ ご 近 所 の 声 か け が 安 全 対 策 に つ な が る  

・ イ ン タ ー ネ ッ ト に 頼 る 情 報 発 信 で よ い の か  

・ 地 域 全 体 で 考 え な い と 知 ら な い 情 報 が 多 い  

・ ま ず は 、 現 地 を 確 認 す る こ と が 大 切  

・ 地 域 の 課 題 ・ 問 題 点 を 共 有 す る 場 が 必 要  

・ 今 後 、 企 業 と の 連 携 は 不 可 欠 で あ る 。  

 

 

 

地 域 懇 談 会 の テ ー マ は 、 南 地 域 の ス ロ ー ガ ン 『 子 ど も に や さ し い 地 域 づ く り 』 と 一 致

し て い ま し た 。 今 後 の 活 動 の “ ヒ ン ト ” を 多 く お 聴 き す る こ と が で き ま し た の で 、 引 き 続 き 、

地 域 内 で 活 動 し て い る 皆 さ ん と の 話 し 合 い の 場 を 大 切 に 、 ま ず は “ で き る こ と か ら ”

実 施 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行 者  大 口 町 南 地 域 自 治 組 織   協 力  大 口 町 町 民 安 全 課 （ ☎ 9 5 - 1 1 1 1 ）  

地 域 懇 談 会 が開 催 さ れ ま し た （ ２ 月 １ １ 日 ）  

～ 大 口 町 ま ち づ く り 協 働 フ ォ ー ラ ム ２ ０ １ ４ ～  

本 年 度 は 、地 域 自 治 組 織 設 立 記 念 と し て 、四 日 市 大 学 総 合 政 策 学 部 教 授  岩

崎 恭 典 氏 よ る 記 念 講 演 、 ま た 地 域 活 動 団 体 、 Ｎ Ｐ Ｏ 、 行 政 等 の 皆 さ ん に よ る

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 開 催 し ま す 。 ぜ ひ 、 ご 参 加 く だ さ い 。  

日 時  ３ 月 １ 日 （ 土 ） 午 後 １ 時 か ら ４ 時 ３ ０ 分   場 所  町 民 会 館 ホ ー ル  

主 催  大 口 町 南 地 域 自 治 組 織 ・ 中 地 域 自 治 組 織 ・ 北 地 域 自 治 組 織  

   大 口 町 Ｎ Ｐ Ｏ 登 録 団 体 町 民 活 動 ま か せ て ネ ッ ト ／ 大 口 町  


